
「
国
語
の
力
」
の
成
立
過
程
　
Ⅱ

-
　
国
語
教
育
学
説
良
研
ノ
究
　
-

七「

国

語

の

カ

」

の

成

立

,

q

程

に

お

い

て

、

ヒ

ユ

ー

イ

C

H

u

e

y

.

E

.

B

.

)

署

「

読

方

の

心

理

と

教

育

」

(

T

h

e

P

s

y

c

h

o

l

o

g

y

a

n

d

P

e

d

a

g

o

g

y

o

f

R

e

a

d

i

n

g

,

1

9

1

0

)

〔

明

治

4

:

t

〕

の

は

た

し
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述

べ

た
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引
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に

つ

い

て
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し
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以
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の
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を
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る
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例
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る
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ス

ク

リ

ブ

チ

ェ

ア

が

『

言

語

は

多

く

の

声

音

の

逗

続

で

あ

っ

て

、

文

字

は

そ

の

逆

続

の

日

だ

っ

た

点

を

不
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に

現

わ
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次

の

如

き
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を

見

出

し

潤

て
居
る
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中
略
)
　
『
一
つ
の
語
は
'
苦
の
無
限
数
の
離
続
的
一
連
で
あ
る
不

完
全
な
仕
方
に
於
て
'
文
字
は
之
の
一
連
の
内
の
或
る
特
質
的
点
よ
り
以
外
の

も
の
を
示
す
も
の
で
は
な
い
o
　
』
一
つ
の
母
音
の
音
で
さ
え
へ
歌
う
場
合
で
は

な
い
が
'
話
す
場
合
に
は
其
の
調
子
が
、
常
に
異
る
と
云
う
章
が
見
出
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
」
　
(
i
∵
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辞
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文
字
・
綴
語
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詣
脚
と
い
う
よ
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に
断
片

的
に
分
つ
こ
と
の
で
き
な
い
流
動
で
あ
る
と
い
っ
た
如
く
、
一
語
々
々
は
そ
の†マ

流
動
の
一
つ
の
労
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
へ
　
た
と
え
ば
'
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を
し
む
・
ご
ざ

ん
な
れ
・
に
く
し
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性
は
何
等
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。
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「
エ
ッ
ジ
ャ
-
が
'
読
む
と
い
う
こ
と
は
'
文
字
の
達
抗
を
辞
S
p
e
e
c
h

に
翻
訳
す
る
こ
と
で
あ
る
と
謂
っ
た
よ
う
に
'
文
の
形
を
見
、
そ
の
各
部
分
を

明
に
す
る
こ
と
は
静
的
な
見
方
で
あ
る
O
も
し
そ
れ
を
辞
に
翻
訳
す
れ
ば
文
自

体
が
動
的
に
現
わ
れ
へ
作
者
の
心
情
の
砕
動
が
文
の
上
に
現
前
す
る
と
共
に
'

こ
の
点
か
ら
文
の
耶
釈
'
言
語
の
吏
正
せ
ら
る
ゝ
場
合
が
少
く
な
い
。
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し
て
常
に
大
部
分
の
輔
l
E
者
に
と
っ
て
は
、
『
読
む
と
云
う
事
は
事

a
:

実
書
き
物
を
言
葉
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
あ
る
と
』
'
吾
々
は
エ
ッ
ガ
-
氏
と
共

に
言
い
得
る
。
」
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え
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,
ゴ
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ル
ド
シ
ャ
イ
ダ
ー
へ
　
ミ
ュ
ラ
ー
等
の
文
字
の
知
覚
と
聯
憩
と
の
研
究
は
'
こ
の

際
彼
を
野
見
て
釈
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
o
も
の
ゝ
路
と
始
妙
と
は
明
に
見

え
る
が
、
終
か
ら
始
に
移
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は
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つ
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に
依
り
容
易
に
喚
起
さ
れ
た
、
曝
さ
れ
た
語
の
中
に
表
れ
た
場
合
に
は
、
或
る

軽
の
文
字
は
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
或
は
成
る
種
の
文
字
は
省
か
れ
る
で

も
あ
ろ
う
.
そ
し
て
'
認
識
は
よ
り
容
易
に
衰
れ
る
で
あ
ろ
-
。
或
る
一
L
L
R
の

語
の
認
識
を
決
定
す
る
に
至
っ
て
へ
特
に
使
用
さ
れ
る
如
-
思
わ
れ
る
文
字
は

『
決
定
的
文
字
』
d
e
t
e
r
m
i
n
i
n
g
l
e
t
t
e
r
s
と
云
わ
れ
た
o
其
の
他
『
打
開
係

文
字
』
(
i
n
d
i
f
f
e
r
e
n
t
l
e
t
t
e
r
s
)
と
云
わ
れ
る
o
無
視
さ
れ
た
る
'
又
は

欠
如
し
た
る
文
字
の
場
所
は
'
曝
L
が
な
さ
れ
た
揚
合
に
'
主
税
的
に
済
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
時
と
し
て
は
正
し
い
文
字
が
冥
際
に
そ
こ
に
あ
っ
て
も
間
違
っ

た
形
に
依
っ
て
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
-
.
」
(
木
下
一
雄
訳
票
「
ヒ
ュ

エ
イ
試
方
の
心
理
学
」
第
四
葦
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四
節
語
句
の
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覚
八
三
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r
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四
ペ
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∴
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合
へ
ツ
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或
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り
音
'
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物
』
(
s
y
l
l
a
b
l
e
〔
o
m
p
l
e
x
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索
道
語
の
意
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i
」
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C
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'
そ
こ
に
は

支
配
的
文
字
が
あ
る
。
そ
し
て
時
と
し
て
は
こ
の
支
配
的
文
字
の
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覚
は
'
全

文
の
E
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∴
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9
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*
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i
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八
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∴
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K
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'
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J
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し
く
は
そ
の
欠
如
は
注
意
さ
れ
ず
に
終
る
で
あ
ろ
-
。
文
は
同
様
に
同
化
さ
れ

る
の
で
あ
る
O
」
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1
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i
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芯
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節
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覚
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2
「
前
節
に
ツ
ア
イ
ト
ラ
ー
や
ゴ
ー
ル
ド
シ
ャ
イ
ダ
ー
や
ミ
ュ
ラ
ー
の
文

字
の
知
覚
と
耶
憩
と
の
関
係
の
研
究
を
一
言
し
た
が
'
文
字
に
現
わ
れ
た
文
の

形
に
囚
わ
れ
な
い
で
'
憩
の
形
を
捉
え
る
心
理
は
こ
れ
等
の
人
々
の
盲
人
の
読

方
の
研
究
に
就
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
o
盲
人
が
点
字
を
s
f
i
a
む
時
に
は
右
手
の

群
で
-
t
r
i
C
-
<
H
s
-
.
-
を
t
e
へ
t
i
;
;
-
?
g
壷
W
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探
ぐ
る
と
,
残
り
の
部
分
を
荘
下
に
感
じ
て
了
う
O
か
く
の
ど
と
く
一
語
の
著

し
い
部
分
を
感
じ
た
ら
へ
直
ち
に
全
語
を
知
る
と
い
-
事
実
か
ら
'
知
覚
と
研
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冒
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∴
∵
‥

合
に
行
-
こ
の
方
法
の
組
合
せ
を
例
証
す
る
枝
に
思
わ
れ
る
。
輿
起
し
た
文
字

の
頁
を
帥
試
む
当
に
な
れ
た
読
者
は
'
語
の
大
体
を
調
べ
る
為
に
右
手
の
指
を
進

竺
O
。
然
る
に
左
の
他
の
指
は
、
文
字
の
上
を
荘
統
的
に
す
べ
り
乍
ら
へ
そ
れ
に

‥
　
　
　
　
　
　
ト
∴
詛
ォ
r
蝣
*
'
-
 
'
.
　
∴

っ
て
ゆ
く
間
に
、
文
字
の
一
部
分
の
み
が
調
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
賢
明
な
る
そ

し
て
注
買
拭
い
盲
の
読
者
は
、
彼
等
が
斯
く
し
て
文
字
の
一
部
分
の
み
を
読

>t-

み
,
他
は
之
を
拒
則
す
る
と
云
-
事
を
云
っ
て
居
る
o
」
　
(
木
下
一
雄
望
石

「
ヒ
ユ
ユ
イ
託
方
の
心
理
学
」
第
望
早
第
四
節
　
語
句
の
知
覚
　
八
七
べ
)

(
4
)
　
ク
ア
ン
ツ
、
デ
ィ
ヤ
ボ
ル
ソ
、
ア
ペ
ル
ら
か
ら

l
　
「
又
、
撃
百
の
声
音
的
訓
続
に
於
て
文
の
解
釈
の
カ
を
燈
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
-
こ
と
も
強
ち
認
め
ら
れ
な
い
O
ク
ア
ン
ツ
、
デ
ィ
ヤ
ボ
ル
ン
、
ヒ
ュ

-
イ
&
C
:
V
r
>
.
卜
依
れ
ば
'
㌔
　
　
　
　
小
　
　
c
i
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∵
工
い
-
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蝣
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>
て
)
-
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'
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小
人
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上
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M
x
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(
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蝣
-
.
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h
i
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1
-
U
す
る
F
-
J
-
　
o
J
C
で
を
へ
㌔
」
　
(
半
周
廿
転

「
国
語
の
カ
」
　
四
　
文
の
律
動
　
二
〇
　
視
読
の
音
感
　
二
二
一
二
～
二
二
四

サ

∵
-
-
w
　
.
.
V
-
.
-
j
.
'
'

者
と
し
て
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
尤
も
そ
れ
は
注
意
の
集
中
の
結
果
と
し

て
'
毘
々
生
じ
た
の
で
あ
る
が
.
一
般
に
口
唇
の
運
動
は
読
書
の
速
度
に
対
す

る
大
な
る
師
己
で
あ
る
と
見
ら
れ
た
。
」
　
(
木
下
一
雄
訳
著
「
ヒ
ユ
ユ
イ
誹
方

e
・
_
L
E
E
-
-
i
C
」
　
九
i
u
」
二
<
-
z
 
t
-
r
,
.
一
:
O
i
-
-
'
限
L
/
L
L
i
.
昔
‥
一
九
八
'
(
)

り
H
t
‥
i
O
-
J
れ
∴
十
上
に
試
r
二
三
・
く
O
f
^
.
;
-
i
-
-
:
-
「
,
V
l
*

一
分
間
に
二
五
〇
-
三
〇
〇
字
と
い
-
わ
か
り
易
い
数
字
に
翻
訳
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
(
ク
ア
ン
ツ
'
デ
ィ
ヤ
ボ
ル
ン
、
ヒ
ュ
-
イ
等
の
冥
験
も
あ
る
が
'

我
々
の
場
合
に
直
ぐ
さ
ま
移
す
こ
と
も
で
き
ず
'
叉
そ
の
研
究
も
充
分
な
も
の

で
は
-
1
'
い
)
O
」
(
-
」
蝣
喜
駁
「
^
n
c
-
r
L
F
]
て
二
一
:
d

託
の
速
度
二
二
九
'
へ
)

c
J
「
チ
ャ
ボ
ン
t
L
J
は
'
;
-
蝣
'
蝣
-
T
/
1
:
'
-
-
」
C
-
"
J
-
'
"
い
、
し
た
叫
塁
=
的

件
の
T
.
薫
'
'
-
'
r
l
l
T
?
し
¥
j
*
y
芸
も
m
い
小
豆
~
"
X
+
-
<
K
L
い
レ
.
石
上
-
-
,
;
l
i
一
サ
:
n
-
-

く
読
む
と
云
-
事
を
見
出
し
た
。
被
は
又
三
人
の
大
学
卒
業
生
を
試
験
し
た
。

一
人
は
中
等
学
校
の
教
員
へ
最
後
の
一
人
は
心
理
学
者
で
あ
っ
た
の
で
、
実
験

は
文
学
及
科
学
か
ら
抜
粋
せ
ら
れ
た
る
各
班
類
の
請
書
物
件
に
対
し
て
行
わ
れ

た
O
P
^
O
*
∴
&
i
;
i
-
言
I
.
*
:
-
.
へ
:
i
'
E
ぺ
,
二
転
-
/
-
.
-
-
.
~
-
~
!
"
-
付
に
刈
し
、
H

め
て
異
り
た
る
読
書
率
を
看
し
て
居
っ
た
。

然
し
乍
ら
'
彼
の
最
も
興
味
あ
る
問
題
に
於
け
る
最
も
遠
い
読
者
抹
1
之

の
場
合
に
は
数
学
者
で
あ
っ
た
が
1
全
て
の
柾
類
の
読
吾
物
件
を
最
も
速
く

∴
ん
-
I
J
。
中
-
;
蝣
-
学
に
r
.
.
…
J
-
'
-
1
は
て
C
豆
ト
言
f
勇
一
_
一
杓
付
に
I
S
し
て
は
t
.
,
蝣
・
'
'
;
i
手

者
よ
り
遅
く
f
l
a
i
l
ん
だ
O

そ
し
て
心
理
学
者
は
'
一
種
蛸
の
も
の
を
除
く
'
他
の
全
て
の
誹
書
物
件
に

於
て
は
t
j
f
・
お
蝣
:
a
'
＼
草
書
I
p
O
y
C
-
.
^
。
'
.
'
-
.
;
-
.
ボ
‥
代
は
-
t
J
/
J
t
料
-
>
.
'
<
-
‥
i
t
S

ォ
蝣
-
!
-
-

、
し
.
て
告
C
4
7
-
＼
小
二
'
W
-
r
s
∵
i
y
-
r
-
¥
;
y
r
刊
i
^
'
Y
L
d
L
H
‥
・
!
」
・

L
t
透
か
に
読
む
者
は
或
る
認
め
ら
れ
た
る
制
限
内
に
於
て
は
'
読
書
物
件
及

び
c
-
Q
廿
日
に
ら
.
J
T
t
;
I
い
㌦
目
上
-
-
r
i
^
t
f
l
比
月
山
に
r
a
・
＼
∴
む
で

あ
ろ
う
0
』
と
0
」
(
木
下
一
雄
訳
票
「
ヒ
ユ
エ
イ
J
l
:
?
3
方
の
心
理
学
」
第
九
章

第
四
節
V
.
U
哲
率
の
条
件
二
〇
二
-
二
〇
一
二
べ
〕

ク
=
J
な
お
'
小
.
肯
r
C
辻
i
'
.
'
i
:
?
7
-
J
て
は
'
耶
九
n
f
,
1
3
-
.
,
-
の
辻
に
(
「
ヒ
ー
エ



イ
託
方
の
心
理
学
」
一
九
四
-
二
〇
七
t
へ
)
に
述
べ
ら
れ
、
ク
ア
ン
ツ
の
こ
と

も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

3
　
「
而
し
て
普
通
の
音
読
に
於
て
は
一
秒
間
二
二
ハ
対
三
・
九
の
個
人
差

で
あ
る
が
,
ク
ア
ン
ツ
が
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
生
五
十
人
に
試
み
た
硯
読
遠

琵
実
検
は
一
秒
平
均
三
・
五
対
八
・
八
へ
最
高
速
院
に
於
て
三
・
五
対
十
二
.

二
語
の
挙
竺
訂
し
て
居
る
よ
う
に
視
託
に
於
て
t
i
(
嬰
首
作
用
の
意
識
か
ら
解

放
さ
れ
た
)
か
よ
う
な
個
人
差
を
示
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
達
読
者
は
道
読
者

よ
∵
,
ご
^
2
(
p
C
k
'
J
 
V
u
i
i
j
で
一
蝣
'
;
'
・
?
0
ふ
な
蝣
*
-
x
-
.
 
-
c
-
U
i
J
に
川
ユ
‥
い
て
熊
　
こ
と

・
H
"
-
 
1
-
*
∴
^
.
 
'
'
蝣
'
>
?
!
す
　
　
　
る
こ
と
字
,
し
て
&
蝣
霊
こ
う
し
た
:
h
^
-
:
=
0
<
>

・
J
は
t
 
n
;
;
^
自
-
x
上
し
-
こ
　
(
∴
^
'
p
.
悠
‥
‥
小
　
と
し
て
㌫
蝣
<
J
.
^
-
J
て
E
;

ら
)
に
馴
ら
さ
れ
て
居
ろ
人
や
'
『
発
音
法
』
に
馴
ら
さ
れ
た
八
で
は
な
い
.

.
却
っ
て
M
'
-
S
T
;
/
に
'
;
-
J
'
蝣
1
7
*
さ
　
る
-
>
'
'
0
1
で
蝣
A
る
こ
と
i
-
r
^
r
O
で
蝣
」
*
"
叩

マ
マ.
C
:
・
ン
ー
ー
f
-
i
 
J
¥
;
ち
-
?
:
,
^
x
て
f
-
A
に
f
;
s
<
-
」
し
人
!
t
i
-
%
l
i
f
c
m
r
さ
れ

る
実
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
」
　
(
有
朋
堂
恨
「
国
語
の
力
」
　
四
　
文
の
柑
鋤

二
一
通
説
の
迂
挺
　
二
三
〇
～
二
三
一
t
へ
)

2
　
「
ジ
ユ
・
オ
ー
・
カ
ン
ツ
博
士
は
'
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
垂
‥
間
扱

及
び
初
年
紅
の
学
生
五
十
人
に
就
き
'
設
3
に
於
け
る
彼
等
の
普
通
な
る
、
及
び

^
K
S
C
・
7
;
r
・
>
*
・
'
;
.
 
*
_
に
十
る
∴
仁
　
　
王
汀
っ
た
　
C
T
J
-
/
に
は
.
.
i
.
.
 
-
.
-
v
i
r
f
.
-
ド
訂
-
*
蝣
-
-

ら
?
-
;
 
'
'
-
f
∴
サ
_
'
・
'
,
 
-
.
>
'
J
I
-
>
-
-
.
,
.
蝣
蝣
_
卜
M
-
る
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
と
O
　
告
蝣
J
l
l
'
3

L
.
.
.
し
た
∴
　
は
t
 
J
.
∵
蝣
」
-
:
}
い
1
0
l
m
≡
・
1
.
ユ
i
T
'
-
l
上
t
"
I
'
-
T
/
'
l
J
-
い
君
の
一
秒
八

・
八
語
の
問
に
於
て
田
舛
っ
て
居
っ
た
。

作
L
∴
∴
は
圭
'
-
C
-
:
-
㌫
'
蝣
'
:
J
行
わ
れ
た
C
∴
上
/
*
,
,
,
ハ
　
　
'
f
>
r
h
L
で
は
t

は
一
糾
;
,
l
i
i
・
K
H
よ
い
へ
一
二
・
二
u
C
l
~
9
*
二
-
-
い
'
蝣
'
-
 
"
-
 
"
'
.
C
叩
・
豆
、
)

も
っ
'
!
-
㍗
 
y
'
'
/
蝣
Z
I
Z
,
J
.
て
　
　
　
　
に
は
　
に
一
汁
二
・
六
乃

一
二
・
九
語
の
m
m
内
に
あ
っ
た
。
一
般
に
望
遠
の
沌
度
で
早
く
的
跳
む
人
は
'
最

大
隈
の
試
験
に
於
て
優
勢
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
遅
い
読
者
は
一
段
に
'
普
通
の

止
^
蝣
f
i
i
/
C
K
F
K
-
t
f
に
C
.
:
同
　
　
　
,
 
'
i
-
r
t
つ
た
O

読
ん
だ
も
の
を
再
現
す
る
抗
力
を
試
験
し
て
彼
は
、
次
の
如
き
等
を
見
出
し

た
。
即
ち
早
い
輿
石
は
'
平
均
三
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
'
そ
の
脚
き
の
質
に

於
て
,
遅
い
望
屯
よ
り
は
ま
優
っ
て
居
っ
た
と
云
う
事
で
あ
る
o
　
『
遠
い
読
者
の

優
越
は
,
又
彼
の
読
岩
の
内
容
の
記
憶
が
、
遅
い
読
者
の
そ
れ
よ
り
も
よ
り
正

セ
レ
ク
シ
ヨ
ン

・

　

　

　

　

　

　

「

　

∵

)

-

・

'

.

'

・

・

・

・

・

"

・

　

　

・

・

　

・

'

.

"

-

.

-

て
,
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
忠
相
苗
三
分
の
二
だ
け
を
遠
く
の
で
あ
る
。

読
書
に
於
け
る
ロ
后
の
使
用
は
、
注
意
の
琵
中
或
は
理
解
を
助
け
る
者
と
し

て
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
.
尤
も
そ
れ
は
注
意
の
究
中
の
整
.
i
と
し
て
'
毘
々

生
じ
た
の
で
あ
る
が
。
一
般
に
口
后
の
置
勤
は
t
n
a
z
宗
達
匿
に
対
す
る
大
な
る

f
-
i
r
J
で
あ
る
J
j
r
;
 
"
1
^
れ
た
。

∵
¥
'
-
　
.
'
'
*
　
∴

人
の
.
q
既
の
近
い
i
,
-
.
i
封
は
、
十
人
の
最
も
速
い
読
者
よ
り
は
約
二
倍
の
ロ
后
の

.

　

t

"

t

v

'

　

　

∵

得
る
程
度
に
於
て
口
盾
を
捌
か
さ
な
か
っ
た
。
』
　
『
黙
:
;
j
の
持
田
は
口
后
の
担

動
に
反
対
に
正
接
に
働
く
。
そ
し
て
詑
欝
の
犯
関
は
中
精
に
口
后
を
捌
か
す
人

の
問
に
於
け
る
場
合
を
除
い
て
は
'
穴
隙
的
に
は
か
ゝ
る
誹
を
行
-
と
こ
ろ
の

只
一
つ
の
も
の
で
あ
る
.
』
∪
(
木
¥
i
-
一
雄
訳
害
ヒ
ユ
ヱ
イ
詑
方
の
心
配
学
」

"

'

'

・

'

-

　

/

・

　

　

.

　

　

　

'

J

'

-

-

∵

,

'

・

　

1

ク

3
　
「
視
覚
的
塾
の
八
は
'
『
m
覚
的
刑
の
八
よ
り
も
極
く
少
し
速
い
抑
仰
i
者

で
・
w
i
C
'
3
』
と
'
蝣
¥
W
v
∵
雪
・
F
'
㌧
　
　
士
は
U
l
H
L
・
:
八
了
i
]
t
 
i
r
u
,
は
H
T
'
d

方
形
'
蓑
形
の
如
き
粍
何
学
的
形
態
の
速
か
な
る
認
釣
に
於
て
元
さ
れ
た
る
'

祝
党
的
知
覧
の
迅
迫
と
云
-
誹
は
'
『
嬰
も
人
の
誹
告
率
を
決
定
す
る
に
当
っ

て
,
l
つ
C
示
小
'
.
 
-
H
i
書
㌫
U
 
P
X
一
¥
*
-
t
z
'
"
>
-
:
わ
か
っ
た
。
迂
い
∴
∵
に
'
'
I
-
 
1
'
す



る
と
鮫
が
考
え
た
全
て
の
望
宗
琴
見
た
繕
輿
共
等
の
要
崇
は
『
そ
の
重
要

∵

　

　

　

　

　

∴

　

!

　

V

,

　

　

　

　

　

、

　

∴

オ
り
ジ
ナ
ル
コ
ン
ポ
ジ
シ
ヨ
ン

代
か
ら
の
読
訂
の
釈
習
,
震
中
力
'
最
初
の
構
成
の
迅
速
さ
に
依
っ
C
見
綴
ら

れ
た
る
精
神
的
注
翼
学
校
の
成
倍
に
依
っ
て
元
さ
る
如
き
学
者
的
能
力
』
の

臓
で
あ
る
。
之
等
の
結
果
は
冥
験
し
た
る
訳
者
に
対
し
t
 
F
品
的
で
あ
っ
た
。

∵

　

　

　

、

'

-

蝣

・

'

'
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-
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・

'

'

'
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・

'

-

i

-

~

∴
.
・
-
*
.
(
.
-

.->

読
者
で
あ
る
か
と
云
う
事
に
関
し
て
へ
彼
等
白
身
が
行
っ
た
判
断
は
'
後
に
云

す
如
く
,
カ
ン
ツ
博
士
の
退
院
に
関
す
る
試
験
の
結
尖
と
'
極
め
て
よ
く
一
致

・

‥

　

・

'

・

・

-

.

　

蝣

'

:

'

.
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蝣
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4
　
「
ア
ペ
ル
、
ク
ア
ン
ツ
等
の
記
録
は
'
遅
読
者
が
一
語
一
語
を
辿
る
の

に
,
蕪
,
f
l
者
は
一
目
の
下
に
節
・
句
・
も
し
く
は
文
全
体
を
規
駁
す
る
の
で
あ

っ
て
,
そ
れ
は
今
＼
明
地
な
る
班
机
カ
と
附
憩
カ
と
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と

㌧

　

-

・

・

　

　

'

,

I

　

∴

_

I

　

'

-

*
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∴

　

　

　

・

1

1

滋
∴
q
t
y
;
汁
へ
　
二
i
i
i
一
～
二
三
三
こ

㍉
　
「
一
八
九
四
年
十
月
の
E
d
u
c
a
t
i
o
n
a
l
 
R
e
v
i
e
w
に
於
て
'
ア
デ
ラ

イ
ド
,
エ
ム
,
ア
ペ
ル
按
は
、
ウ
エ
ル
ス
レ
イ
大
学
の
女
学
生
四
十
人
の
'
託

誓
琵
関
す
る
災
験
を
報
告
し
た
。
そ
の
災
敗
は
'
コ
ル
キ
ン
ス
教
粥
宗
指
導

の
下
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
女
学
蛇
等
は
'
授
業
が
始
ま
る
少
し
前
に
'
或

t
-
!
蝣

・

-

-

・

)

・

・

　

.

-

.

　

-

　

　

　

　

　

　

　

　

い

:

I

:

∵

因
み
に
比
の
女
学
生
達
は
'
突
放
の
目
的
を
知
っ
て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

授
業
が
始
っ
た
時
に
へ
そ
の
女
学
生
迂
は
'
記
憶
に
依
っ
て
出
来
る
だ
け
逐
語

的
に
其
の
物
計
り
を
訂
い
た
。

最
も
近
い
説
話
は
'
其
の
箪
H
L

.
に
於
て
、
長
も
早
い
も
の
よ
り
は
六
倍
の
時

r
i
i
c
J
g
<
し
た
と
亭
っ
E
r
V
v
-
E
か
っ
た
。
こ
の
再
㍗
軍
i
'
は
'
∴
＼
h
い

時
間
の
後
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
'
そ
れ
は
記
憶
の
試
験
と
云
う
よ

り
は
'
寧
ろ
理
稲
の
試
験
と
し
て
考
え
ら
れ
た
o
之
の
結
目
端
は
次
の
様
な
塾
を

し
て
l
:
-
ォ
"
即
ち
大
」
-
・
*
蝣
"
o
r
㌧
心
‥
H
K
比
「
、
間
に
"
A
い
り
に
d
^
r
¥
」
へ
効
品

を
視
た
。
』
『
し
か
し
二
人
の
者
は
迅
速
及
び
理
研
に
於
て
、
他
の
者
よ
り
優

っ
て
L
'
l
'
-
た
。
J
l

そ
し
て
之
打
は
'
叫
'
-
蝣
'
-
-
1
<
!
ふ
?
,
*
t
:
-
-
p
'
r
r
叫
隅
∴
蝣
-
>
&
る
r
r
.
-
j
H
を
打
い
て

は
'
『
彼
等
は
英
の
恩
恵
を
'
速
か
な
る
試
買
に
於
て
t
よ
り
容
易
に
つ
か
む

印
が
出
撃
畠
と
云
-
轟
に
一
致
し
た
。
『
早
い
の
と
'
中
庸
の
と
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も
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い
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の
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読
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別
の
申
、
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る
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又
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あ
る
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様
な
塾
な
し
に
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を
節
約
す
る
と
云
-
事
を
見
出
し
た
。
彼
の
女

は
読
書
率
は
『
聯
恋
の
道
民
の
増
加
、
聯
慾
の
反
援
及
び
倍
加
へ
興
味
及
び
注

意
の
緊
張
』
に
依
り
て
増
加
せ
し
拘
ら
れ
得
る
と
考
え
て
居
る
。
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Ⅰ
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習
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近
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句
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へ
時
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は
文
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さ
え
捉
む
に
反
し
'
追
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読
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は
或
時
間
内
に
一
語
を
詑
む

t
・
寸

と
云
う
事
で
あ
る
。
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と
彼
の
女
は
附
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し
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あ
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-
け
れ
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も
'
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般
の
読
書
率
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す
る
と
云
う
事

マ
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る
程
度
迄
は
可
能
で
'
望
ま
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。
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∵
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あ
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よ
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に
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ヴ
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岩
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『
私
が
文
を
始
め
る
瞳
問
に
於
て
は
、
其
の
文
の
全
体
は
全
観
念

と
し
て
私
の
意
識
の
中
に
既
に
存
在
す
る
』
然
し
乍
ら
ヴ
ン
ト
は
附
言
し
て
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文
は
其
の
場
合
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た
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に
於
て
の
み
感
せ
ら
れ
る
。
と
云
う
の
は
文
の

構
成
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初
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あ
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来
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で
あ
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あ
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し
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あ
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。
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に
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最
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の
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印
象
の
み
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受
け
る
の
で
、
其
の
次
に
継
続

的
に
個
々
の
部
分
を
見
る
の
で
'
そ
の
部
分
は
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全
体
に
対
す
る
関
係
に
於
て

既
に
見
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
O
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れ
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う
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陪
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あ
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得
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あ
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あ
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あ
る
。
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あ
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ヴ
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の
本
質
的
な

一
霊
i
・
一
7
,
~
-
v
I
於
て
-
・
.
f
!
:
蝣
;
!
.
!
」
∵
)
・
書
㌔
＼
こ
と
べ
r
l
'
X
i
一
.
i
o
で
あ
る
。

又
.
B
ン
ト
が
ラ
テ
ン
語
の
a
m
a
v
i
一
票
で
一
文
で
あ
る
o
こ
れ
を
云
寸
の

に
ラ
テ
ン
語
族
で
i
i
e
g
o
h
a
b
e
o
a
m
a
t
u
m
.
j
'
a
i
a
i
m
i
(
余
は
夏
せ
り
)

と
い
う
≡
*
-
-
i
・
)
-
'
-
L
.
て
す
る
り
で
も
へ
-
t
-
"
&
>
e
ニ
一
蝣
-
.
i
∴
^
蝣
i
'
i
i
t
こ
う
し

た
表
現
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
'
我
々
の
『
文
』
と
い
-
も
の
も
『
長

-　9　-



い
一
の
語
)
]
で
あ
る
O
音
の
長
い
違
紀
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

∵
*
.
;
.
'
.
.
'
*
)
'
-
∵
∵
∴
∴
∵
・

一
"
-
"
・
'
*
'
.
!
'
*
.
∴
∵
'
-
,
v
'
-
'
-
-
,
¥
-
v
'
'
J
,
'
'
'
サ
-
.
∴
'
'
'
'
,
*
ト
∴

我
々
が
諾
い
た
り
印
刷
し
た
り
し
た
文
に
見
る
よ
-
に
引
出
さ
れ
た
も
の
で
な

く
し
て
'
文
自
体
に
於
て
有
機
的
に
結
合
さ
れ
た
る
全
一
で
あ
る
.
」
(
有
朋

堂
版
「
国
語
の
力
」
一
解
釈
の
力
二
〇
視
認
の
音
感
二
二
五
ペ
)

㍉
∴
∵
∴
∴
'
?
>
*
:
-
-

得
た
。
ヴ
ソ
ト
は
其
の
磐
V
o
i
d
e
r
P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
e
(
民
轡
心
理
学
)
(
v
o
l

I
.
P
5
6
1
)
に
於
て
次
の
如
く
言
っ
て
い
る
。
即
ち
『
ラ
テ
ン
語
の
a
m
a
v
i

は
語
で
あ
る
と
共
に
文
で
あ
る
o
p
I
マ
語
は
、
こ
の
a
m
a
v
i
と
云
-
忠
恕

を
三
つ
の
語
に
分
け
る
。

即
ち
e
g
o
h
a
b
e
o
a
m
a
t
u
t
n
の
三
語
に
分
け
る
。
こ
れ
は
仏
語
の
J
'
a
i

a
i
m
e
(
t
.
¥
に
愛
し
た
)
>
:
・
・
(
'
指
'
す
る
。
ほ
っ
v
%
る
七
山
.
"
u
l
に
什
宝
L
E
I
か
に
よ

り
H
品
.
、
3
~
」
t
t
誓
「
I
'

i
i
i
と
'
よ
-
:
蝣
蝣
:
-
,
-
p
.
t
-
:
'
し
責
・
:
K
j
J
i
V
仕
方
に
於
て
一

つ
の
同
じ
言
語
の
初
期
の
も
の
と
後
期
の
も
の
と
を
比
較
し
て
見
る
な
ら
ば
へ

>
v
"
i
i
:
に
品
^
C
L
d

三
刊
は
I
-
'
'

t
-
r
れ
[
U
i
r
t
1
-
蝣
"
-
.
-
蝣
・
し
て
1
:
:
る
八
∴
z
L
-
f
i
C
t
.
蝣
蝣
'
-
J
<

に
す
る
其
e
退
け
K
-
.
'
i
R
し
た
-
,
p
o
.
で
V
i
る
r
J
m
・
'
-
-
-
J
J
は
'
文
で
も

・
0
-
∴
L
J
∵
∵
、

と
H
時
に
'
語
り
W
i
的
'
"
.
"
P
'
-
'
1
7
-
-
"
琵
せ
し
め
る
.
T
i
H
で
蝣
」
i
O
-
文
が
z
m
は

品
詞
の
差
異
な
く
へ
シ
ラ
ブ
ル
の
音
の
継
続
の
中
に
話
さ
れ
る
言
語
が
'
今
日

存
在
し
て
い
る
o
或
は
換
言
す
れ
ば
へ
そ
の
言
語
の
中
に
於
て
は
、
文
は
一
つ

c
<
ハ
い
(
.
蝣
・
-
.
で
蝣
A
る
与
、
主
(
い
F
J
i
t
T
れ
上
-
&
'
-
蝣
<
の
f
t
'
r
,
-
Z
-
'
.
O
J
L
サ
v
望
「
H
v
-
i
に

品
詞
等
に
分
析
し
た
。
'

・
¥
J
し
て
百
七
の
印
.
~
7
r
方
法
は
'
こ
C
O
ニ
h
r
-
.
'
蝣
<
:
「
・
v
-
-
'
:
[
¥
i
め
て
E
.
か
に
雷
々

m
a
由
由

に
f
,
'
-
:
∴
せ
し
め
る
。
㌫
-
>
・
」
;
蝣
;
'
:
㌍
ハ
E
-
i
f
j
f
C
i
z
'
v
-
n
I
-
れ
る
蝣
蝣
蝣
n
L
で
は
t
i
l
J
L
i
,
言
p

オ
ー
ガ
一
t
カ
り

品
A
.
J
.
に
相
木
的
な
k
ォ
:
什
中
こ
　
　
　
　
註
す
る
0
両
し
て
v
L
'
^
的
.
-
T
r
D
は

m
c
J
<
べ
j
外
に
知
る
S
:
'
t
 
T
:
]
か
れ
た
印
∵
i
印
刷
さ
れ
人
∵
二
　
上
-
c
"
・
'
蝣
'
"
蝣
め
て
r
-
r

る
も
り
で
蝣
」
蝣
る
o
」
　
(
小
y
>
.
u
一
-
・
-
蝣
蝣
'
.
I
い
　
「
ヒ
ュ
　
∴
‥
J
^
C
O
i
^
r
J
K
-
K
K

第
一
二
節
　
発
語
の
性
質
一
四
〇
～
一
四
一
t
へ
)

⊥5
　
「
『
文
の
形
』
は
さ
ま
{
＼
の
立
場
か
ら
(
修
辞
学
文
法
等
)
こ
れ
を

い
ろ
く
に
ハ
呈
u
す
る
こ
・
j
V
i
P
-
^
o
べ
;
'
¥
J
り
小
　
的
な
る
同
l
1
-
c
J
隼
a
'
,
i
n

金
一
と
し
て
の
㌣
を
見
る
」
>
r
-
-
ム
'
/
-
f
¥
;
-
 
*
-
j
(
 
"
言
-
,
-
x
.
皇
∵
j
-
,
-
^
r
-
j
;
"
:
:
i
ト

た
と
え
た
よ
う
に
.
唯
ナ
y
,
c
中
¥
!
蝣
*
'
J
r
　
す
る
　
:
・
-
蝣
-
<
こ
蝣
サ
}
.
 
-
J
 
J
蝣
　
∵
?
」

と
J
i
蝣
>
>
C
A
-
'
.
互
に
托
　
し
・
)
'
,
 
'
-
ニ
ー
<
c
蝣
蝣
・
?
-
蝣
-
・
蝣
:
⊥
見
る
。
い
ろ
!
-
C
^
r
-
i
は
.
!

群
の
中
に
醇
的
し
て
い
い
表
わ
さ
れ
て
居
る
と
共
に
'
そ
れ
が
句
託
に
到
り
て

立
止
り
て
憩
う
て
居
る
。
そ
の
交
互
の
違
続
の
問
に
統
一
的
全
件
が
在
る
。
句

C
上
に
H
U
る
r
-
^
j
i
作
用
O
S
-
.
 
'
i
少
し
-
＼
'
J
'
-
^
号
c
j
&
m
;
工
-
I
や
　
副

!

蝣

t

-

の
上
に
眺
め
ら
れ
る
。
そ
れ
等
の
L
r
飛
ぶ
』
こ
と
ゝ
u
.
止
ま
る
こ
と
』
の
泣
軌

の
中
に
'
交
互
問
の
関
係
が
常
に
翻
っ
て
行
く
。
句
と
句
と
の
泣
紀
か
ら
我
々

り
芯
∴
し
‥
日
石
し
こ
∴
:
.
i
v
G
一
半
'
:
"
-
"
た
く
し
て
V
C
i
^
r
V
C
^
:
見
*
*
　
V
I

ム
ス
が
'
そ
れ
は
唯
へ
　
こ
ゝ
そ
こ
に
S
u
b
s
t
a
n
t
i
v
e
 
s
t
a
r
t
i
n
g
 
P
o
i
n
t
s
,
T

u
r
n
i
n
g
 
p
o
i
n
t
s
,
C
o
n
c
l
u
s
i
o
n
s
を
見
る
の
み
で
あ
る
と
.
い
っ
た
よ
-
に
、

文
C
O
S
に
動
く
j
o
-
f
言
r
j
.
 
-
;
,
.
c
^
.
:
'
i
ナ
/
.
蝣
:
,
r
病
に
上
る
し
　
∵
)
に
蝣
f
^
わ
ら

.
t
克
t
.
O
C
i
i
に
'
-
 
'
:
'
*
蝣
蝣
-
・
る
　
　
言
　
　
で
T
r
:
る
。
」
　
(
有
朋
・
I
J
L
*
ハ
「
日
計
の

カ
」
　
二
　
文
の
形
一
三
　
芯
i
l
g
の
飛
耕
一
l
六
べ
)

C
1
5
　
「
更
に
ゼ
-
ム
ス
が
時
に
そ
の
三
点
聖
試
し
た
こ
と
は
'
言
語
の
I
弓
1

e
r
 
u
t
t
e
r
a
n
c
e
の
訂
眼
点
を
指
示
す
る
親
切
な
る
助
言
で
あ
る
。
」
　
(
有
朋

幣
声
ハ
「
^
H
O
′
f
T
」
　
二
　
ナ
/
r
U
-
一
三
　
蝣
:
蝣
:
'
:
^
'
i
-
y
-
)
一
一
七
.
こ

a
sL・
.
　
「
ゼ
-
ム
t
∴
;
'
.
;
'
'
J
∴
L
-
r
r
.
n
f
:
.
小
・
C
C
壬
　
こ
〓
∵
し
¥
l
時
　
　
;
~
J
∴
C

端
川
c
-
c
-
に
含
!
;
∵
9
^
f
い
C
,
持
、
・
-
エ
ー
C
i
-
-
'
暁
と
　
　
　
は
'
<
¥
J
Q
-
a
l
:
'
-
'
蝣
"
'
吋

- 10-



に
一
日
白
¥
-
y
,
-
＼
)
h
T
v
-
t
t
て
黙
る
}
二
二
た
-
・
V
-
m
C
∴
r
P
v
r
j
j
於
て
、
小
鳥
が
R
に

山
ま
っ
て
'
い
ず
れ
0
-
1
T
l
に
回
っ
て
・
f
;
f
r
'
ぴ
-
>
'
.
i
'
-
-
,
ん
,
)
す
る
拓
こ
比
す
べ
・
?
.
-
J

も
の
は
艮
I
l
v
J
i
r
H
∴
圭
∴
蝣
-
>
ォ
る
O
」
蝣
'
-
-
.
-
r
'
-
'
"
-
-
'
「
i
Z
-
1
f
i
-
'
i
i

。
の
,
ゎ
」
三
言

訂
p
.
-
n
-
T
"
1
七
I
'
-
I
"

蝣
蝣
'
.
蝣
蝣
蝣
'
i
;

i
'
-
'
"
・
r
>
i
.
-
t
"
^
m
w
?
S
一
E
l
二
.
へ
)

I
O
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
教
授
は
,
役
の
文
に
関
す
る
心
理
学
を
彼
の
意
識
に
関

す
る
見
解
の
上
に
基
輿
つ
け
て
居
る
。
彼
の
見
解
の
下
に
於
け
る
芯
誠
は
『
総

統
的
断
片
の
質
に
於
け
る
'
急
斑
な
る
対
象
に
依
っ
て
'
割
れ
目
が
作
ら
れ

ち
.
3
^
こ
ろ
の
山
i
r
:
r
酢
V
;
z
i
z
;
.
f
-
れ
]
工
‥
蒜
、
す
る
。
J
=
三
は
苫
L
二
1
t
e
f
;
杏

認
め
し
迫
る
o

而
し
て
‥
V
-
t
J
.
し
隼
蝣
-
>
.
r
r
<
て
」
'
蝣
蝣
?
・
ふ
,
i
に
t
.

。
言
等
B
^
-
S
消
出

を
な
し
つ
1
'
そ
し
て
互
に
対
(
t
w
a
i
n
)
に
な
ら
し
妙
つ
ゝ
'
連
続
し
て
.
鷲

々
の
前
を
泣
出
す
る
の
で
あ
る
。
』
し
か
し
之
等
の
も
の
は
'
感
情
の
継
続
へ

肉
体
的
感
覚
等
と
共
に
'
之
等
の
も
の
を
考
え
る
と
こ
ろ
の
思
考
の
流
れ
を
破

る
も
の
で
は
な
い
。

押
下
レ
i
1
。
㍉
外
目
上
の
㌫
懸
O
i
o
。
之
は
i
'
.
'
V
:
-
'
¥
i
¥
f
仙
g
-
.
-
.
-
i
i
:
坦
」
J
か
た

マ
マ
る
流
の
個
所
'
一
つ
の
契
欝
的
休
_巳
個
所
の
雑
か
ら
他
の
そ
れ
へ
の
飛
行
の
個

i
-
O
玩

所
で
あ
る
。
1
思
考
が
感
覚
的
似
中
で
'
温
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
場
所
、
或

は
恐
ら
く
結
論
に
向
っ
て
の
飛
行
の
個
所
へ
即
ち
背
小
説
生
活
は
、
小
鳥
の
生
活

I
-
>

の
如
き
も
の
で
あ
る
.
飛
び
立
つ
こ
と
ゝ
棒
に
と
ま
る
等
と
の
二
者
択
一
か
ら

な
っ
て
い
る
。
『
言
語
の
揖
相
は
'
こ
の
事
を
表
現
し
て
い
る
o
即
ち
そ
の
場

合
に
は
、
t
'
n
r
j
^
f
小
j
r
r
-
こ
M
J
.
¥
r
¥
そ
ら
I
r
J
t
而
し
て
;
.
'
^
i
/
・
!
'
.
'
ビ
;
・
T
ド
に

依
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
。
』マ
マ

飛
行
の
個
所
は
'
動
的
叉
は
静
止
的
6
3
関
連
の
考
に
依
っ
て
満
さ
れ
る
o
そ

C
心
胃
j
は
比
1
暇
的
什
∴
C
l
>
:
!
ト
キ
え
れ
間
)
i
蝣
:
'
,
て
3
*
7
t
r
サ
れ
i
O
v
?
0

で
あ
る
ー
t
i
^
-
C
e
;
川
小
蝣
'
/
V

r
:
y
-
>
小
人
・
H
'
V
m
蝣
>
.
U
V
:
>
早
・
J
・
蝣
1
叩
.
、
的
か

ら
作
ら
れ
て
居
る
の
で
、
斯
く
て
内
省
す
る
事
は
掠
め
て
困
難
な
も
の
と
な

る
。
」
　
(
-
蝣
小
下
一
㌍
;
J
ァ
J
「
ヒ
ュ
エ
イ
叫
.
山
方
C
‥
蝣
'
1
"
'
;
'
・
こ
S
-
i
'
S
S
W
i
川
　
i
/
.

j
 
I
W
,
一
H
K
-
一
四
五
.
(
)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

M

a

由

-
r
*
人
法
的
{
-
・
蝣
-
I
'
.
'
.
.
.
'
4
す
と
こ
ろ
C
エ
崇
<
*
-
叫
-
蝣
]
-
w
∴
当
っ
て
'
　
ご
_
卜
f
a
?

其
れ
自
身
に
関
す
る
感
覚
が
下
に
横
た
わ
っ
て
い
る
o
そ
し
て
之
は
文
が
物
語

る
と
こ
ろ
の
も
の
よ
り
は
全
然
独
立
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
が
云

ヴ
7
-
バ
ル

っ
て
居
る
如
く
『
或
る
種
の
言
語
的
聯
憩
、
荊
さ
れ
た
る
或
る
文
法
的
予
想

は
、
文
が
意
味
を
有
す
る
と
云
う
吾
々
の
印
象
の
大
部
分
を
元
す
も
の
で
あ

る
。
-
・
・
・
文
法
的
形
式
に
於
け
る
無
意
味
な
る
等
柄
は
'
半
ば
合
理
的
に
響

く
O
ナ
i
-
 
'
:
¥
~
.
)
問
昔
'
1
)
1
」
:
.
す
る
*
'
・
・
"
;
'
J
は
'
t
:
]
一
i
:
'
'
i
畏
‥
蒜
'
-
蝣
l
i
も
の
に
L
c
し
ま
う
の

で
あ
る
。
』
吾
々
の
読
告
に
於
て
琶
々
雲
々
は
'
可
成
り
の
範
凹
に
亘
っ
て
、

こ
O
t
^
S
^
C
^
に
小
思
化
す
i
O
C
で
蝣
6
る
.
倍
J
u
H
意
n
.
な
る
h
j
'
り

i
'
y
v
'
S
さ
つ
1
子
j
"
'
;
/
.
-
 
'
.
ヤ
は
P
¥
-
r
い
l
;
*
'
J
-
w
人
∵
v
v
i
-
T
^
T
V
-
」
右
L
口
上
な
る
<
1
i
C
h
-
-
i
Z
L
て

マ
マ

聞
く
様
に
。
『
彼
等
の
思
考
は
'
雲
々
の
思
考
が
速
で
あ
る
場
合
に
於
け
る
と

同
様
な
形
態
に
あ
る
。
両
者
と
も
、
言
わ
れ
た
る
文
の
大
部
分
の
上
を
飛
ぶ
の

で
も
ろ
。
n
J
L
て
　
こ
i
t
i
i
.
に
　
甘
的
中
:
?
.
爪
へ
:
仏
日
点
∴
V
b
v
^
I
-
v
O
っ
i
L
:
'
i
 
、
一
=

に
対
し
て
の
み
注
出
思
を
向
け
る
の
で
あ
る
。
』
(
1
)
」
　
(
(
ニ
)
J
a
m
e
s
'
^
P
s
y
-

(
h
o
l
o
g
y
^
V
o
こ
.
p
.
.
2
5
5
-
2
6
5
)
(
木
下
一
雄
訳
著
r
ヒ
ュ
エ
イ
託
方
の
心
理

学
」
第
八
葦
第
六
節
　
叫
批
方
と
芸
味
の
意
識
一
九
〇
.
へ
)

6
　
「
ゼ
-
ム
一
・
ハ
が
t
 
v
i
'
C
'
H
I
J
i
J
i
V
J
i
'
r
.
i
;
寺
土
日
に
、
・
'
.
)
の
中
に
い
わ
ん
L
J
'
r
^

B

9

S

3

3

H

唄

す
一
七
=
I
E
O
V
r
-
i
"
.
盲
】
・
-
.
'
!
'
.
O
。
　
の
;
f
-
れ
む
一
つ
C
∵
㌫
人
k
'
.
j
-
.
て
H
v
わ
J
l
J
は
'
-
f
-
V
;

の
方
上
　
　
の
方
が
高
ノ
＼
な
っ
て
へ
　
そ
C
i
Z
に
主
蝣
i
i
f
O
'
A
:
'
;
-
'
i
¥
l
J
i
:
i
-
 
-
-
つ
ゝ
-
-
:
 
'
!

抗
す
る
形
と
し
て
見
る
.
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
居
る
.
」
　
(
有
朋
堂
版
「
国

P
S
C
-
F
L
 
E
l
　
文
c
y
^
'
-
f
,
i
f
 
z
*
辞
o
r
?
:
-
き
r
^
C
こ
一
八
八
t
へ
)

6
「
文
の
各
部
分
が
、
発
音
せ
ら
れ
る
時
に
感
じ
ら
れ
る
全
体
的
統
一
と
し

Ill



一

　

　

　

　

　

　

∵

∵

'

・

'

.

L

U

・

‥

　

　

‥

.

　

∴

.

一

I

 

'

-

'

-

 

*

J

て
居
る
全
体
的
統
「
と
し
て
、
文
を
見
た
場
合
に
於
て
'
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
は
ヴ

ン
ト
氏
と
見
解
を
同
じ
く
し
て
居
る
.
即
ち
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
は
言
っ
て
い
る
。

『
吾
々
が
話
す
為
に
口
を
開
く
前
に
於
て
さ
え
も
、
其
の
文
を
云
わ
ん
と
す
る

意
思
の
形
に
於
て
'
全
思
想
が
吾
々
の
心
の
中
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
』
更

に
『
其
の
文
の
最
後
の
票
が
話
さ
れ
た
後
に
、
冨
々
は
雪
々
が
内
面
部
に
そ
の

完
成
さ
れ
た
る
意
見
を
失
調
す
る
時
に
、
其
の
全
内
容
を
再
び
考
え
る
も
の
で

あ
る
と
云
-
事
を
全
て
の
人
は
認
め
る
で
あ
ろ
う
.
』
茶
に
元
す
ジ
ェ
ー
ム
ス

氏
の
図
解
は
　
T
h
e
 
p
a
c
k
 
o
f
 
c
a
r
d
s
 
i
s
 
o
n
t
h
e
 
t
a
b
l
e
*
と
云
-
文
の

発
音
を
通
じ
て
生
ず
る
意
識
の
進
歩
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
水
平
線
は

時
間
を
表
わ
し
'
上
の
空
問
は
之
の
時
間
内
に
於
け
る
意
識
内
容
を
表
す
の
で

あ
る
.
文
の
全
m
i
^
J
=
J
f
l
、
そ
の
サ
/
.
O
J
I
7
-
∴
V
-
r
'
-
/
'
,
管
)
蝣
:
'
,
'
山
る
C
l
票
は
・
.
I

顎;十九図

り
　
　
　
　
　
　
　
　
「
訴
/
蝣
蝣
.
・
蝣
蝣
r
r
'
*
　
て
拝
り

れ
た
る
全
て
の
垂
濫
的
部
分
は
、
文
の
意

4
味
を
惑
ず
る
に
当
っ
て
の
他
の
方
法
忙
依

っ
て
相
互
に
柄
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

例
え
　
ば

c
'
i
V
j
!
-
3
'
-
'
て
i
i
-
p
-
ド
は
'
心
に
1
-
!
T
L

強
め
ら
れ
て
現
れ
る
目
的
物
の
部
分
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
か
ら
4
を
通
じ
て
は
'
テ
ー

ブ
ル
が
最
も
強
-
現
れ
る
と
こ
ろ
の
部
分

で
あ
る
。
こ
の
流
は
其
の
初
め
よ
り
も
'

其
の
終
り
に
於
て
高
く
措
い
て
居
る
。
何

故
か
な
れ
は
、
内
容
を
感
じ
る
最
後
の
方

仙
た
け
t
 
i
;
i
'
7
-
の
方
i
;
¥
よ
=
も
'
よ
-
M
l
'
I
i

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
O
ヂ
ユ
ー
ベ
ル
ト
氏

が
i
K
っ
w
い
一
C
克
-
≡
'
蝣
:
<
:
に
t
 
s
-
蝣
<
'
蝣
<
.
ん

云
わ
ん
と
意
味
し
て
居
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
'
吾
々
が
云
っ
て
し
す
ニ
た
厳
に

於
て
の
み
知
り
得
る
の
で
あ
る
O
』
」
(
木
下
一
雄
訳
著
「
ヒ
ュ
エ
イ
読
万
の

心
理
学
」
第
六
章
節
五
節
文
の
本
質
一
四
七
～
一
四
八
べ
)

(
6
)
ス
タ
ウ
ト
、
プ
レ
ヤ
ー
へ
ス
ウ
ィ
ー
ト
ち
か
ら

-
「
ス
タ
ウ
ト
の
黙
¥
K
l
m
p
l
i
c
i
t
a
p
p
r
e
h
e
n
s
i
o
n
の
如
き
作
間
に
依

・
り
て
'
叫
t
j
方
り
∩
抑
王
]
作
目
.
'
i
i
'
V
'
-
j
'
C
'
i
f
-
G
に
わ
も
ゝ
C
豆
J
-
J

r
.
,
の
ナ
I
,
-
蝣
;

T
o
t
a
l
m
e
a
n
i
n
g
で
あ
る
o
そ
れ
か
ら
文
の
部
分
的
枢
続
的
表
現
が
苦
心
説
に

上
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
に
画
し
て
最
も
直
接
的
に
貴
地
す
る
も
の
は

文
の
全
一
な
る
統
一
で
あ
る
。
」
(
有
朋
望
脹
「
国
語
の
カ
」
一
鯛
駅
の

カ
二
四
解
釈
の
帯
批
点
(
一
)
六
七
.
へ
)

-
「
故
に
ス
タ
ウ
ト
氏
は
I
m
p
l
i
c
i
t
A
p
p
r
e
h
e
n
s
i
o
n
と
云
う
名
で
『
部

守
/
-
"
.
:
蝣
-
"
別
L
J
・
-
し
'
・
.
J
・
-
・
・
-
,
蝣
-
＼
c
F
:
-
r
-
i
;
n
L
二
r
i
'
ユ
∴
い
l
z
i
r
し
て
I
:
3

る
。
殆
ん
ど
全
て
の
語
は
、
多
く
の
個
別
を
代
表
す
る
概
念
全
体
を
代
表
す
る
も

C
∴
、
・
>
ォ
一
r
,
。
.
!
蝣
蝣
蝣
1
な
る
も
"
J
Y
j
-
誉
㌫
:
:
'
S
:
・
蝣
〔
5
r
J
t
Q
-
'
O
K
i
r
-
K
!
ト
放

け
る
r
J
-
-

-
I
T
,
-
㌻
ハ
萄
旺
代
十
-
J
>
J
り
ハ
Q
.
'
-
:
w
,
v
代
I
p
j
L
t
て
」
"
:
つ
r
-
蝣
.
蝣
を
L
j
r
J

v
;
/
ウ
ト
K
O
,
'
:
:
」
'
!
>
'
~
I
ト
4
m
‥
z
*
t
i
¥
1
4
-
Z
に
'
蝣
u
蝣
"
る
代
上
ォ
蝣
蝣
i
l
'
V
の
成

分
的
詳
細
な
事
柄
の
全
部
或
は
或
る
も
の
を
識
別
す
る
こ
と
な
し
に
'
そ
の
統

I
t
f
び
叩
け
C
n
J
j
に
琴
・
.
(
石
は
可
㌫
‥
蝣
;
」
蝣
=
'
山
∵
l
:
J
-
J
も
る
-
J
I
M
ぅ
i
-
-
¥
-
>

あ
る
O
」
(
木
下
一
雄
訳
著
「
ヒ
ユ
エ
イ
詑
方
の
心
理
学
第
八
葦
第
四
節
f
:
i

汁
'
-
(
¥
y
L
・
駅
一
八
S
'
0

2
「
プ
レ
ヤ
ー
が
子
供
が
叫
ん
だ
H
o
t
!
C
あ
つ
い
-
)
と
い
-
辞
の
中
に

は
T
h
i
s
d
r
i
n
k
i
s
t
o
o
h
o
t
の
意
味
を
見
る
と
解
す
る
時
に
へ
こ
の
t
語
が

・
-
-
]
-
＼
1
W
-
-
」
h
-
¥
か
-
u
-
i

!
T
-
-
;
ふ
,
(
・
ふ
・
守
る
r
.
-
h
'
汁
に
こ
r
>
i
j
・
-
.
蝣
-
蝣
;
r
叶
圭
蝣
-
{
"
'

1
:
-
r
.
'
で
は
,
J
十
＼
L
V
こ
o
i
;
:
i
の
半
丁
一
ハ
こ
‥
元
V
-
t
-
:
S
;
し
圭
w
i
-
て
蝣
*
・
・
;
一
n

T
-
」
(
i
〓
『
「
s
r
.
%
-
i
'
~
-
[
」
一
二
∴
l
:
*
'
G
J
r
;
a

- 12-



氏
(
≡
)
七
四
㌧
へ
)

マ
　
マ

L
c
q
　
「
例
え
ば
プ
レ
ヤ
ー
氏
の
子
供
が
彼
の
ミ
ル
ク
の
コ
ッ
プ
を
速
に
下
に

置
い
て
、
そ
し
て
『
熱
い
!
』
と
云
っ
た
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
つ
の
語

は
『
こ
の
飲
み
物
は
熱
過
ぎ
る
』
と
云
-
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
プ

レ
ヤ
ー
氏
が
云
っ
て
居
る
如
く
、
そ
れ
は
『
一
シ
ラ
ブ
ル
の
中
に
於
け
る
全
部

の
主
題
』
で
あ
る
。
『
こ
の
飲
物
は
i
;
つ
過
ぎ
る
』
と
云
う
苛
を
堕
し
'
そ

し
て
話
さ
れ
た
時
に
意
味
の
全
部
を
浸
す
と
こ
ろ
の
意
味
は
、
僅
か
に
少
し
の

言
芳
し
か
知
ら
な
か
っ
た
こ
の
子
供
に
と
っ
て
は
、
そ
の
表
現
と
し
て
『
熱

い
』
と
云
-
一
語
に
依
っ
て
撃
ボ
さ
れ
た
の
で
あ
る
.
」
　
(
木
下
一
雄
訳
著

1

¥

¥

,

<

　

蝣

>

3
　
「
又
空
日
学
的
言
語
学
派
の
八
t
'
た
と
え
ば
ス
ウ
ィ
ー
ト
が
文
を

m
目
許
』
と
解
し
『
言
語
を
迅
切
に
分
つ
の
は
,
 
'
呼
息
群
で
切
る
こ
と
で
あ

る
』
と
い
う
意
味
は
、
一
つ
ゞ
き
の
音
群
か
ら
次
の
音
群
へ
移
る
に
は
、
具
の

間
に
一
呼
息
が
要
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
　
(
有
朋
望
阪
「
国
語
の
カ
」

-

.

.

I

.

I

L
c
c
　
「
英
国
の
言
語
学
者
で
あ
る
ス
ウ
ィ
ー
ト
教
授
は
、
彼
の
碧
空
日
学
入

門
書
(
P
r
i
m
e
r
o
f
 
P
h
o
n
e
t
i
c
s
)
に
於
三
ロ
っ
て
い
る
ー
n
i
t
芸
間
の
中
に

実
際
的
に
な
さ
れ
る
只
一
つ
の
分
割
は
、
呼
吸
の
群
(
^
b
r
e
a
t
h
-
g
r
o
u
p
s
*
.
)

へ
の
分
解
で
あ
る
。
吾
々
は
肺
の
中
に
於
け
る
空
気
の
存
在
量
を
'
新
ら
し
く

;

・

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

一

　

-

1

.

"

*

　

‥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

る
o
之
等
の
呼
吸
の
郡
は
'
部
分
的
に
は
文
へ
の
論
理
的
分
割
に
相
応
ず
る
o

・

　

　

　

　

　

　

い

・

-

'

蝣

'

-

"

　

・

'

蝣

>

"

.

蝣

.

-

-

'

.

 

"

-

蝣

'

'

　

'

　

-

 

'

'

¥

・

L

も
完
全
な
る
文
で
は
な
い
。
』
」
　
(
木
下
一
雄
訳
著
「
ヒ
ユ
ニ
イ
誹
方
の
心
理

'

-

.

I

'

.

-

'

蝣

'

'

.

-

　

、

、

言

・

・

.

一

'

;

'

蝣

'

,

蝣

'

蝣

蝣

.

J

以
上
へ
　
ビ
ュ
ー
イ
の
書
物
か
ら
の
.
引
m
と
目
さ
れ
る
も
の
を
掲
げ
た
.
こ
れ

ら
を
'
「
国
語
の
カ
」
の
内
容
に
即
し
て
見
れ
ば
'

一

郎

駅

の

カ

(

-

)

　

の

1

、

(

2

)

　

の

1

、

(

5

)

　

の

l

t

　

(

5

)

の

2

'

(

5

)

　

の

3

'

(

5

)

　

の

4

、

(

6

)

　

の

I

t

　

(

6

)

　

の

2

'

(

6

)

　

の

四　三　二二
3

・

H

・

<

N

文
の
形
　
(
3
)
　
の
-
I
(
3
)
　
の
2
'
(
5
)
　
の
5
'

言
語
の
活
力
　
(
5
)
の
㌔

文
の
符
動
　
(
-
)
　
の
2
'
(
4
)
　
の
-
I
(
4
)
　
の
2
'
(
4
)
　
の

3

、

　

(

4

)

　

の

4

'

(

5

)

　

の

6

の
よ
う
に
引
用
さ
れ
'
一
析
釈
の
カ
　
四
　
文
の
律
動
　
に
鎧
申
し
て
い

る
.
ビ
ュ
ー
イ
の
語
を
引
用
し
て
い
る
も
の
は
'
二
　
文
の
形
　
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
が
'
ヒ
ユ
ー
イ
以
外
の
引
用
は
'
三
例
も
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
引
用
を
'
ヒ
ユ
ー
イ
の
「
ヒ
ュ
エ
イ
誹
方
の
心
理
学
」
に
即
し
て

見
れ
ば
'

第

四

宣

　

(

3

)

　

の

-

(

4

の

4

'

4

の

5

)

へ

　

(

3

)

　

の

2

(

4

の

4

)

第

六

茸

　

(

-

)

　

の

1

　

(

6

の

6

)

I

(

-

)

　

の

o

J

　

(

S

C

)

　

の

6

、

(

2

)

の

O

の

2

)

へ

　

O

)

　

の

-

(

6

の

4

)

'

(

5

)

　

の

2

(

6

の

5

)

へ

　

(

ォ

)

　

の

3

　

(

6

の

4

)

へ

　

(

5

)

　

の

4

　

(

6

の

3

)

'

(

5

)

　

の

5

　

(

G

の

5

)

へ

　

(

5

)

　

の

6

　

(

6

の

5

)

へ

　

(

6

)

Q
O
i
　
(
c
C
∴
-
-
)
'
C
-
)
　
り
"
(
-
C
-
)

第

八

買

　

(

5

)

　

の

5

(

8

の

6

)

'

(

6

)

　

の

-

(

8

の

4

)

第

九

買

　

(

4

)

　

の

-

(

9

の

2

)

I

(

4

)

の

2

　

(

9

の

4

)

、

(

4

)

　

の

3
　
(
9
の
2
'
9
の
3
)
へ
　
(
4
)
　
の
4
　
(
9
の
-
)
　
(
注
へ
　
か

っ
こ
の
中
へ
　
9
の
I
は
'
第
九
葦
第
一
節
を
示
し
て
い
る
O
)

の
よ
-
に
引
田
さ
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
'
第
六
茸
　
読
告
の
内
部
的
発
語
及
び

m



発
語
の
精
神
的
物
理
的
特
質
、
お
よ
び
第
九
葦
読
告
の
速
度
か
ら
引
用
さ

れ
て
い
る
。
ビ
ュ
ー
イ
の
引
田
に
比
べ
る
と
'
第
四
軍
t
.
禦
甘
中
に
於
け
る
祝

t
・
マ

'
八
'
蝣
~
k
f
l
ま
れ
一
字
T
の
1
相
互
間
州
-
>
v
^
i
-
i
J
ぴ
;
-
蝣
-
'
-
j
L
'
-

f
i
-
.
'
C
の
性

質
か
ら
の
引
用
が
新
し
く
な
さ
れ
て
い
る
。

右
に
見
た
上
-
に
、
引
用
者
は
t
I
ス
ク
リ
プ
チ
エ
ア
'
2
エ
ッ
ジ
ャ
I
t

3
ツ
ア
・
イ
ト
ラ
1
、
4
ゴ
ー
ル
ド
シ
ャ
イ
ダ
ー
へ
5
ミ
ユ
ラ
ー
へ
6
ク
ア
ン

ッ
.
7
デ
ィ
ヤ
ボ
ル
ン
'
8
ア
ペ
ル
、
9
ヴ
ン
ト
'
1
0
ゼ
-
ム
ス
'
1
1
ス
タ
ウ

j
-
r
<
M
プ
レ
ヤ
ー
へ
1
3
ス
ウ
ィ
ー
ト
ら
に
及
ん
で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
論
に
ふ

さ
わ
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
三
名
に
も
及
ぶ
人
た
ち
か
ら
の
引
用
が
ビ
ュ
ー
イ
の
「
託
方
の
心

理
学
」
に
の
み
負
う
て
い
る
と
は
'
に
わ
か
に
は
い
え
な
い
。
一
つ
一
つ
、
出

典
が
元
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
へ
ま
た
ビ
ュ
ー
イ
の
そ
れ
に
拠
る
と
こ
と

わ
っ
て
あ
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
へ
引
用
個
所
や
引
用
の
し
ぶ

り
か
ら
す
れ
ば
'
ヒ
ユ
ー
イ
の
「
誹
方
の
心
理
学
」
に
負
-
て
い
る
面
は
、
か

な
り
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
へ
自
在
な
引
用
で
あ
り
'
縦
横
の
括
用
と
い
-
べ
き
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
所
論
・
叙
述
の
要
点
を
よ
く
理
解
し
へ
そ
の
適
切
な
活
用
が

意
図
さ
れ
て
い
て
,
.
*
の
成
田
竃
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
考
え
か
た
か

ら
も
、
資
料
の
画
か
ら
も
'
ヒ
ユ
ー
イ
の
「
読
方
の
心
理
と
教
育
」
は
'
「
国

語
の
カ
」
の
成
立
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
挙
見
ら
れ
る
。
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